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1. はじめに 

供用中の道路橋の幅員を拡幅する場合や床版を取り替える場合に，現

場作業を省力化し工期を短縮する観点から鉄筋の重ね継手長を短くする

ことが求められる．このため，著者らは継ぐ鉄筋同士をボルトと締付金具に

よって締め付ける鉄筋継手工法を考案した（写真 1）．そこで本研究ではこ

の締付金具を用いた鉄筋継手工法を RC はりに適用し，曲げ耐荷性能の

ばらつきとせん断耐荷性能を確認することを目的とした． 

2. 実験概要 

 実験供試体は曲げ耐荷性能のばらつきを確認する Bシリーズとせん断耐荷性能を確認する Sシリーズの 2種類とし

た．いずれのシリーズも鉄筋は SD345で，支間方向の鉄筋径は 13mmとした．Bシリーズは同一形状の 3体（B1～B3）

とし，長さ2.7m，幅0.75m，厚さ0.18mの鉄筋コンクリートはりとした（図1）．また，供試体中央で締付金具を用いた鉄筋

継手を設けたものとした（継手長 15D：Dは鉄筋径）．供試体の支点間距離は 2.4mで載荷点の間隔を 0.6mとした 4点

曲げ実験とした．ここで，載荷実験時のコンクリートの圧縮強度は 32.1N/mm
2であった．一方，S シリーズは長さ 1.3m，

幅 0.35m，厚さ 0.16mの鉄筋コンクリートはりとし，継手の有無，継手方法，継手位置を変えた 5体（S1～S5）とした．表

1に Sシリーズの実験パラメータを，図 2に S1の実験供試体図をそれぞれ示す．供試体の支点間距離は 0.74mとし，

載荷位置は支間中央と支点部から 92.5mm外側とした．ここで，載荷実験時のコンクリートの圧縮強度は 34.4N/mm
2で

 
写真 1 締付金具を用いた鉄筋継手 
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図 1 実験供試体（B シリーズ） 

表 1 実験パラメータ（Sシリーズ） 

  
図 2 実験供試体（S1） 
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あった．いずれのシリーズも荷重載荷方法は単調増加載荷とし，

載荷荷重と支間中央の鉛直変位等を測定した． 

3. 実験結果（Bシリーズ） 

 荷重－変位関係を図 3 に示す．図 3 より B1 と B2 はほぼ同様

の挙動を示し，最大耐力はそれぞれ 94.2kN，94.8kN であった．

これらの破壊性状はコンクリート上縁の圧壊であった．これらに対

して B3 は，鉄筋降伏後の鉛直変位 30mm 程度までは B1,B2 と

同様の挙動を示していたものの，支間中央部の曲げひび割れか

ら斜め上側にひび割れが進展し，86.7kN で部材としての耐力を

失った．これは鉄筋の抜け出しが顕著になり，継ぐ鉄筋同士が相

対ずれを起こし下縁鉄筋が引張剛性を保持できなくなったことが

要因である．今回の実験では圧壊した B1 と B2の最大耐力の平

均値に対する B3 の最大耐力は 92％程度であった．また，B1～

B3 の最大耐力と鉄筋降伏荷重（降伏応力を 403MPa とした計算

値：63.9kN）との比はそれぞれ 1.47，1.48，1.36となり，ばらつきは

認められるものの鉄筋降伏荷重を大きく超えることが分かった． 

4. 実験結果（Sシリーズ） 

 作用せん断力－変位関係を図 4 に示す．ここで，作用せん断

力は 1 箇所あたりの載荷荷重の半分とした．図 4 より全ての供試

体で最大荷重に達した直後に脆性的に破壊した．また，かぶり破

壊は生じなかった．各供試体の最大耐力は S1で 107.1kN，S2で

115.1kN，S3で 104.0kN，S4で 114.0kN，S5で 119.1kNであった．

これらの値は計算値（90.7kN）の 1.15～1.31 倍であり，締付金具

を用いた場合でも計算値 1）2）を 1.15～1.27倍上回る結果となった．

参考までに今回と破壊形態の異なるかぶり破壊を前提とした RC

版部材の押抜きせん断耐力 3）は 126.7kNであった． 

 継手を有し締付金具の有無が異なる S2と S5を比較すると最大

耐力はほぼ同じであるが，締付金具のある S2は作用せん断力が 97kN程度で変位が増加し，その後再度荷重が増加

する挙動を示した．これは，97kN 時にコンクリートの斜めひび割れが発生し（目視で確認），その後鉄筋のダウエル作

用によって荷重が増加し，最大耐力時に鉄筋が降伏した（鉄筋のひずみゲージより）ことに因る．この挙動は同じく締

付金具を有する S1 と S3も同様であった．S1～S3でコンクリートの斜めひび割れが先行した理由は締付金具やそれを

締め付けるためのボルト等のコンクリートと付着の無い鋼材が存在するため，これらの鋼材とコンクリートの界面が弱点

となりコンクリートの斜め引張に対する有効断面積が減少したことが挙げられる．今回，せん断破壊を先行させるため鉄

筋間隔を 60mmとしたが，このような過密な配筋状況であっても最大耐力が 15％以上計算値を上回ることが分かった． 

5. 結論 

締付金具を用いた鉄筋継手を有する RC はりの曲げ耐荷性能に関して，最大耐力と鉄筋降伏荷重との比は 1.47，

1.48，1.36 であり，ばらつきは認められるが降伏荷重を大きく超えることが分かった．せん断耐荷性能に関して，最大耐

力は計算値の 1.15～1.27倍であり，今回のような過密な配筋状況であっても計算値を上回ることが分かった． 
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図 3 荷重－変位関係（B シリーズ） 

 
図 4 荷重－変位関係（Sシリーズ） 
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